
学
界
消
息

　
　
　
　
災
単
研
究
乱
闘
係

例
会
　
十
月
二
B
（
土
）
午
後
二
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
楽
友
会
館
パ
ー
ラ
ー

　
イ
ギ
リ
ス
地
主
綱
の
一
考
察
　
　
　
越
智
　
武
臣

　
ピ
テ
ア
ス
の
航
海
に
つ
い
て
　
　
　
織
田
　
武
雄

大
会

　
十
一
肩
一
日
（
月
）
見
学
　
京
大
の
学
内
バ
ス
を

　
利
田
催
し
午
前
九
時
京
穴
陳
列
館
前
を
出
発
し
、
久

　
津
川
古
墳
、
般
砦
寺
、
東
大
寺
、
薬
師
寺
、
唐
招

　
堤
寺
等
を
見
学
し
、
途
中
古
墳
、
集
落
な
ど
を
庫

　
内
よ
り
展
抗
し
た
。
赤
松
俊
秀
、
痒
俊
男
、
小
林

　
行
雄
、
藤
岡
謙
二
郎
の
諸
氏
が
解
説
に
当
っ
た
が

　
好
天
に
も
温
ま
れ
五
十
数
名
の
会
員
の
参
加
を
得

　
た
。
只
バ
ス
故
障
の
為
思
わ
ぬ
御
迷
惑
を
お
掛
け

　
し
た
こ
と
を
お
わ
び
す
る
と
共
に
、
見
掌
に
便
宜

　
を
与
え
ら
れ
た
東
大
寺
、
薬
師
寺
、
唐
招
提
惑
の

　
昏
寺
院
、
解
説
そ
の
他
に
多
く
の
御
尽
力
を
与
え

　
ら
れ
た
奈
良
女
子
大
掌
岸
俊
男
氏
に
深
甚
な
謝
意

　
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

総
会
及
び
大
会

十
一
月
二
日
（
火
）
午
後
一
時
楽
友
会
館
講
演
室

　
　
総
会
　
原
理
事
長
の
挨
拶
に
は
じ
ま
り
、
赤
松
、

佐
伯
、
藤
岡
餐
礫
事
よ
り
会
議
報
告
が
あ
っ
た
。

尚
本
年
は
役
員
改
選
期
に
当
る
が
、
濡
雪
選
出
さ

れ
た
薪
役
員
は
別
記
の
通
り
で
あ
る
。

講
演ア

フ
ガ
ン
・
ト
ル
キ
ス
タ
ン
　
　
岩
村
　

忍

申
国
古
銅
器
論
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
原
　
宋
治

最
近
外
遊
を
終
え
ら
れ
た
爾
講
師
の
講
演
は
潔
い

肝
銘
を
与
え
た
。

申
向
大
ム
幽
終
了
茄
償
楽
方
晒
会
館
パ
ー
ラ
ー
に
お
い
て
、

最
近
ド
イ
ツ
よ
り
婦
朝
さ
れ
た
井
上
評
議
員
の
帰

朝
歓
迎
会
を
兼
ね
て
晩
餐
会
が
行
わ
れ
た
。
憲
た

当
日
午
前
十
時
よ
り
京
大
国
史
（
近
畿
村
落
廃
達

史
の
綜
合
調
査
に
よ
る
新
採
集
史
料
）
・
盤
面
学

（
主
と
し
て
欧
州
及
び
近
東
の
考
古
学
的
遺
物
）

両
研
究
室
で
は
史
料
展
観
を
笑
施
し
た
。

国
　
史
　
関
　
係

読
史
会
秋
季
見
学
旅
行
　
十
月
二
B
（
土
）
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
i
五
日
（
火
）

　
小
葉
田
教
授
以
下
三
五
名
は
、
三
日
未
明
京
都
を

　
発
ち
、
齪
前
に
秋
雨
そ
ぼ
降
る
福
島
で
下
車
し
た
。

　
名
ば
か
り
の
関
所
の
跡
を
訪
ね
郷
土
館
で
平
出
遺

　
跡
出
土
最
や
開
所
関
係
文
書
を
見
て
、
下
諏
訪
に

　
向
う
。
後
奈
良
院
女
房
奉
書
を
姶
…
め
多
く
の
古
交

　
轡
宝
物
類
を
見
溶
し
、
上
諏
訪
の
宿
に
泊
る
。
翌

　
照
B
修
理
中
の
松
本
城
を
見
掌
N
蔓
野
か
ら
籍
隠

　
に
向
う
。
飯
縄
黒
姫
再
隠
三
山
に
囲
ま
れ
た
雄
大

　
な
高
原
を
迂
折
し
て
バ
ス
で
中
社
に
蒼
く
。
一
泊
団

　
五
B
仮
社
殿
で
信
玄
願
文
な
ど
の
古
文
書
拝
概
、

　
長
野
へ
下
り
て
善
光
寺
に
参
詣
。
正
午
現
地
解
散
。

　
（
善
光
寺
大
勧
進
東
伏
昆
慈
治
氏
は
じ
め
諸
先
輩

　
の
御
力
添
を
感
謝
し
ま
す
。
）

読
史
会
秋
季
大
会
　
十
一
月
三
B
（
火
）
午
前
九
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
大
文
学
部
第
一
教
室

　
租
庸
調
綱
の
成
立
　
　
　
　
　
　
　
薗
田
　
香
融

真
宗
初
期
教
団
に
お
け
る
一
試
論
梅
原
隆
章

　
平
賀
源
内
の
思
想
　
　
　
　
　
　
　
大
月
　
　
開

　
幕
末
の
佐
賀
城
下
町
の
竃
町
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
田
　
史
郎

　
日
・
本
に
お
け
る
箪
命
的

　
　
　
議
会
主
義
の
た
め
の
闘
争
　
　
中
塚
　
　
朗

　
討
幕
派
の
構
成
に
つ
い
て
　
　
　
時
野
谷
　
勝

　
美
術
史
教
育
の
課
題
　
　
　
　
　
　
中
村
　
二
柄

　
絹
糸
（
鎌
足
伝
）
の
成
立
　
　
　
　
横
田
　
健
一

　
古
代
社
会
の
基
本
問
題
　
　
　
　
　
藤
谷
　
俊
雄

　
承
久
の
変
に
関
す
る
覚
書
　
　
　
　
上
横
手
雅
敬

　
近
世
大
堰
川
の
筏
運
　
　
　
　
　
　
妻
事
　
　
博

　
封
建
社
会
に
お
け
る
一
地
主
家
の
歴
輿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
営
川
　
　
満

　
天
額
飛
騨
国
の
米
鼓
政
策
　
　
　
　
日
置
弥
三
郎
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醸委界ミ海、息

　
越
前
紙
業
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
小
葉
田
　
淳

　
真
俗
二
諦
と
澄
憲
聖
覚
　
　
　
松
本
彦
次
郎

　
上
詑
の
多
彩
な
遜
表
が
行
わ
れ
、
活
綾
な
質
疑
応

　
答
が
展
開
さ
れ
た
。
本
年
は
松
本
彦
次
郎
氏
が
饗

　
鐘
た
る
姿
を
見
せ
ら
れ
、
含
蓄
潔
い
発
表
を
行
わ

　
れ
た
。
大
会
終
了
後
例
年
通
り
紫
明
荘
で
約
四
十

　
名
参
集
し
て
な
ご
や
か
に
晩
饗
会
が
お
こ
な
わ
れ

　
た
。

山
人
阻
以
歴
史
轡
照
会
秋
季
鋤
く
ム
頂
　
ふ
ル
月
露
温
酒
臼
　
（
日
）

　
　
　
　
　
　
午
前
九
時
半
　
関
西
大
掌
大
学
院

　
デ
フ
ォ
ウ
の
政
治
思
想
　
　
　
　
　
天
川
潤
次
郎

　
服
飾
品
資
料
と
し
て
の

　
　
　
馬
繋
門
院
中
納
雷
日
記
　
　
清
田
　
倫
子

　
清
末
に
於
け
る
拒
俄
運
動
の
発
展
　
寺
詣
　
映
雄

　
専
領
統
制
組
織
の
崩
壌
過
程
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
山
顕
繊
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
蜜

西
夏
と
ウ
イ
グ
ル

畿
内
郡
司
に
つ
い
て

黄
巣
の
乱

山
林
地
主
の
源
流

舎
人
考
補
正

蔵
王
権
現
の
信
仰

　
　
岡
崎
満
良

　
　
幽
田
香
融

　
　
鮪
書
峰
憲
雄

　
　
野
田
　
只
夫

　
　
守
麗
美
都
雄

　
　
佐
藤
　
虎
雄

（
以
上
鑓
一
会
場
）

明
治
前
期
に
お
け
る
地
主
麟
の
鋤
向

服
部
　
　
敬

近
批
農
村
社
会
生
活
の
一
断
面

「
税
敏
法
」
に
つ
い
て

幕
末
に
お
け
る
御
用
金
賦
課
と

　
　
　
　
　
　
　
　
在
地
の
構
造

宗
門
御
越
帳
の
史
料
価
値

近
世
後
期
に
お
け
る
農
民
闘
争

近
批
初
期
に
於
け
る

　
　
在
町
前
期
朗
資
本
の
形
成

近
蝕
初
期
に
於
け
る

　
　
　
　
　
　
地
主
の
一
性
格

徳
川
前
期
畿
内
農
村
の
一
例

福
濫
雅
戴

弁
上
　
　
薫

朝小塩
尾林野

直　芳
弘茂夫

中
部
よ
し
子

出
ロ
　
之
夫

鷲
見
　
等
曜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
第
二
会
場
）

田
本
史
研
究
会
大
会
十
月
三
十
臼
（
土
）
三
十
一

　
日
（
臼
）
　
　
　
　
　
　
　
立
命
館
大
掌
大
学
院

　
　
「
日
本
人
と
変
箪
期
の
課
題
」

（
原
始
の
部
）

　
階
級
社
会
の
成
立
　
　
　
　
　
　
藤
沢
　
長
治

（
吉
代
・
中
世
の
部
）
古
代
権
力
の
崩
壌
と

畏
衆
意
識
の
変
革

　
日
本
に
お
け
る
メ
シ
ア
運
尉
鋤
　
　
　
古
品
取
　
正
M
男

誌
代
末
葉
の
社
会
的
指
標
　
　
　
．
　
林
屋
辰
三
郎

爾
北
朝
内
乱
を
め
ぐ
る
諸
階
級
と
そ
の
動
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
楠
瀬
　
　
勝

唐
宋
の
二
級
に
関
す
る
再
評
価
　
　
池
田
　
　
誠

（
遭
世
・
透
代
の
部
）

幕
張
期
に
お
け
る
歴
史
的
課
題
　
　
池
田
　
敬
正

（
現
代
の
榔
）

　
〃
志
士
”
的
プ
ッ
チ
と
高
家
権
力
前
路
省
三

　
天
皇
綱
フ
｝
、
ッ
シ
ズ
ム
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
襲
民
闘
争
中
塚
　
　
萌

（
歴
史
教
育
の
部
）

　
．
義
務
教
育
に
お
け
る
歴
史
教
科
書
批
判

　
　
立
命
館
大
音
農
本
史
研
究
窒
三
生
報
告
者
集
団

仏
教
史
領
会
大
会
　
十
一
月
廿
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
一
時
、
大
谷
大
学

酉
域
出
土
蔵
文
無
量
寿
二
審
経
考
　
毒
血

法
然
以
前
の
関
東
に
お
け
る
浄
土
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坪
井

　
伝
来
当
初
の
チ
ベ
ッ
ト
仏
教

　
元
政
と
元
征
と
元
係

　
卍
山
師
蛮
の
禅
宗
難
語
擬

　
臼
本
天
含
と
浄
土
教
の
受
容

　
念
仏
鏡
の
諸
聞
題

　
本
願
寺
の
世
代
に
つ
い
て

　
山
科
八
幅
の
御
影
に
つ
い
て

　
　
　
　
東
洋
史
関
係

東
洋
史
談
話
掌
大
会

九
酪
官
人
法
薪
考

黒
旗
軍
に
つ
い
て

灌
雄

雑言鎧鼠坪
俗形鳶職井

溝純和正俊
戒道雄就映

小
笠
原
宣
秀

藤
農
達
朗

窩
崎
　
円
．
遵

十
一
月
三
日
（
火
）

　
　
　
　
　
午
前
九
隠

京
大
入
文
科
学
研
究
所
講
堂

　
　
　
　
　
宮
崎
　
市
定

　
　
　
　
　
　
小
玉
薪
次
郎
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溝
朝
の
欝
義
和
翻
政
策
　
　
　
　
穰
井
敏
照

仁
孝
鐙
后
効
善
轡
に
つ
い
て
　
　
牧
田
諦
亮

遷
代
に
お
け
る
三
方
官
僚
の
諸
問
題

前
漢
の
侯
国
に
つ
い
て

樋
代
に
お
け
る
法
秩
序
と
し
て
の

　
　
　
　
　
　
「
約
」
に
つ
い
て

毎
朝
の
対
華
僑
政
策

キ
タ
イ
部
晶
族
制
と
ト
署
テ
ミ
ズ
ム

高
麗
の
武
士

善
峰
憲
雄

霜
尽
潮
楓

増
淵
龍
夫

藤
原
利
一
郎

愛
宕
　
松
男

旗
田
　
　
娩

　
大
会
終
了
後
、
文
化
視
察
隣
の
一
員
と
し
て
塗
装
・

　
さ
れ
、
十
月
策
帰
圏
さ
れ
た
貝
塚
教
授
の
歓
迎
会

　
を
叢
ね
て
盛
大
に
晩
餐
会
を
行
っ
た
。

京
大
大
回
院
懇
談
会
　
十
月
九
臼
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
大
陳
列
錨
会
議
室

　
齎
代
の
巴
蜀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀬
野
　
遺
勲

棄
方
学
会
十
一
月
四
縫
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
京
大
人
並
科
学
研
究
所
講
堂

　
力
嶽
ス
テ
ィ
ー
文
学
の
年
代
論
　
　
榎
　
　
一
雄

　
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
印
僑
思
想
の
影
響

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
イ
。
ル
ヌ
ー

菓
方
学
術
協
会
　
九
月
二
十
臼
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
毎
臓
会
館

　
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
踏
査
報
膏
　
　

岩
村
　

忍

入
文
料
掌
研
究
所
創
立
廿
五
週
年
記
念
講
演
会

　
　
　
ふ
1
月
二
山
ハ
ロ
酎
（
火
）
議
八
肥
眠
朝
日
薪
閥
社
蜘
講
堂

　
仏
教
婆
衛
の
東
漸
　
　
　
　
　
　
　
水
野
　
溝
一

　
霞
晶
晶
の
文
学
、
　
　
　
　
　
　
桑
原
武
夫

　
　
　
　
　
　
十
一
月
一
廻
（
月
）
京
都
毎
鼠
会
館

　
溝
暑
湿
釈
迦
像
の
封
蔵
晶
　
　
　
　
塚
本
　
善
隆

　
明
治
維
薪
と
女
性
　
　
　
　
弁
上
　
満

　
な
お
同
所
で
は
十
扁
月
七
廻
（
土
）
午
後
一
時
よ

　
り
塞
錨
講
堂
で
盛
大
に
記
念
式
典
を
行
っ
た
。

　
　
　
　
西
洋
臭
関
係

薩
洋
史
読
書
会
大
会
　
十
一
月
三
臼
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
大
法
経
窮
五
教
室

　
多
数
の
発
表
者
、
滲
会
者
を
え
て
、
年
々
盛
会
に

　
赴
く
本
会
の
成
長
を
示
し
た
。
」

　
現
今
に
お
け
る
エ
ジ
プ
ト
語
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蜘
藤
　
一
朗

　
　
　
　
　
　
　
研
究
に
つ
い
て

ア
ン
タ
ル
キ
ダ
ス
条
約
の

　
　
　
　
　
　
　
効
果
に
つ
い
て

力
賞
リ
ン
ガ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
の

　
　
　
　
　
　
　
　
文
学
と
歴
史

策
部
英
」
国
に
お
け
る

　
　
　
　
ノ
ン
・
マ
ナ
に
つ
い
て

儒
託
の
発
展
と
封
建
的

　
　
　
　
　
　
土
地
所
悩
の
解
体

ル
ネ
サ
ン
ス
美
術
の
理
想
主
義

ミ
ュ
ン
ツ
ァ
ー
の
愚
想
の
一
考
察

ル
タ
ー
の
牲
会
観

衣
笠
　
　
茂

兼
岩
　
正
夫

露
沢
霊
魔

進
藤
牧
郎

藤
癒
童
男

中
村
賢
二
郎

成
瀬
　
　
治

ジ
遡
ー
ジ
三
批
の
即
位
を
め
ぐ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
運
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
田

十
九
惜
…
縮
…
晶
削
回
の
フ
ラ
ン
ス
祉
会
小
覗
耐

　
　
　
　
　
　
に
関
す
る
一
考
察

ヘ
ー
ゲ
ル
と
そ
の
時
代

執
行
萎
員
会
と
ア
ト
リ
エ
・

　
　
　
　
　
ナ
シ
ョ
ノ
ー
の
解
散

エ
リ
ザ
ベ
ス
朝
に
嘉
す
る

　
　
　
　
　
ニ
ー
ル
教
授
の
業
績

歴
吏
主
義
の
方
法
に
つ
い
て

ス
パ
ル
タ

牌呪

`
ム
獣
は
山
以
都
プ
ル
ニ

溝
治

杉
村
和
子

秩
山
　
博
愛

平
田
嘉
三

原神穂
　山村

随四雅
園郎彦

エ
に
お
い
て
行
わ
れ
た
。

　
　
　
　
地
理
学
関
係

臼
塞
地
理
法
会
大
会
　
十
月
三
十
日
（
土
）
三
十
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臼
（
日
）
広
農
大
掌

　
研
究
発
表
が
一
〇
八
の
多
き
に
及
ぶ
の
で
史
掌
研

　
究
会
会
員
閣
係
の
公
開
講
演
・
研
究
発
表
の
み
を

抽
旛
す
れ
ば
次
の
瀬
り
で
あ
る
。

（
公
開
講
演
）

水
資
源
の
利
用
に
と
も
な
5
諸
聞
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
田
　
文
男

（
研
究
囎
表
）

都
需
高
鷲
の
一
形
態
「
す
ぐ
き
し
戦
培

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
池
洋
一
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消 患

田
辺
市
周
辺
の
金
柑
栽
培
　
　
　
　
岡
本

赤
石
山
系
南
緑
林
業
地
帯
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
山
林
所
膚
形
態
　
細
井

志
摩
半
払
…
の
真
珠
養
殖
業
と

　
　
　
　
　
　
　
　
在
来
漁
業
　
大
島

山
陰
地
方
の
資
本
制
漁
業
と
零
．
細
漁
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中

湖
北
の
織
屋
　
　
　
　
　
　
　
　
内
田

東
北
地
方
に
お
け
る
郷
土
集
落

原
始
時
代
の
台
地
性
有
塁
集
落
駈

　
　
　
に
関
す
る
二
、
三
の
問
題
　
小
野

古
代
遺
跡
よ
り
見
た

　
　
　
　
　
　
播
磨
平
野
の
景
観
　
山
田

我
が
国
に
お
け
る

　
　
　
　
仏
教
系
世
界
図
の
系
譜
海
野

副
業
導
入
と
村
落
構
成
　
　
　
　
　
浅
香

た
た
ら
よ
り
み
た
石
見
一
波
佐
村
の

　
　
　
　
　
　
　
社
会
経
済
講
造
　
庄
司

土
地
と
宗
教
　
　
　
　
　
　
　
　
当
麻

堺
市
の
復
鼠
ハ
生
態

（
共
間
研
究
　
五
箇
揖

交
通
の
発
達
と
山
村
の
変
貌

部
落
配
羅
に
あ
ら
わ
れ
た
圏
構
造

聯
紙
製
造
と
五
箇
山
の
生
活
史

薪
し
い
開
拓
…
米
穀
の
自
給
化

啓
志

淳
一

嚢
二

i秀豊
雄治

長
井
政
太
郎

忠
熈

安
彦

幸一
雄隆

成久
志孝

　
　
位
野
木
一
家

大
阪
市
立
大
掌
）

　
　
村
松
　
繁
樹

　
　
岩
田
　
慶
治

　
　
渡
辺
　
久
雄

　
　
君
塚
　
　
進

　
山
　
村
に
お
け
る
水
田
形
成
の
地
理
学
的
意
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
津
　
一
朗

（
共
同
研
究
　
興
除
村
　
　
　
　
　
　
岡
山
大
学
）

　
興
除
村
の
開
発
過
程
　
　
　
　
　
庄
司
久
孝

　
底
魔
所
勢
権
を
め
ぐ
る
権
力
関
係
　
高
田
　
正
規

　
作
株
及
又
小
作
の
階
罵
的
地
位
と
そ
の
性
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
由
比
浜
雀
吾

　
生
産
手
段
の
発
展
　
　
　
　
　
　
　
石
田
　
　
寛

　
農
村
近
代
化
の
一
類
型
と
し
て
の
興
除
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
野
　
通
博

入
文
地
理
学
会
大
会
　
十
一
月
三
H
（
火
）
京
都
大
掌

　
本
年
度
に
か
ぎ
り
京
大
地
理
掌
談
話
会
及
び
立
命

　
大
地
理
野
戦
致
会
と
の
共
催
で
開
か
れ
た
。
発
表

　
者
三
五
名
、
参
会
者
二
五
〇
名
の
多
数
に
の
ぼ
り

　
年
々
盛
会
に
赴
く
傾
向
顕
著
で
あ
る
。
史
学
研
究

　
盛
物
員
閾
係
の
研
究
発
表
、
並
び
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ

　
ム
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
市
町
村
別
人
口
よ
り
見
た
淡
路
の
地
域
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
松
　
定
雄

　
近
畿
諸
都
市
の
人
口
吸
引
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
下
　
　
良

中
心
機
能
と
平
等
係
数
　
　
　
　
　
堀
川
　
　
侃
．

天
龍
・
大
井
両
河
川
流
域
に
於
け
る

　
山
林
所
有
の
階
層
構
造
に
関
す
る
一
試
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
細
井
淳
一

交
通
路
の
変
遷
と
集
落
の
移
動
　
　
小
林

河
岸
集
落
の
強
制
移
動
と

　
　
　
　
　
　
　
　
職
業
構
成
　
　
樋
口

我
が
国
に
お
け
る
農
作
物
よ
り
み
た
る

　
　
　
　
　
　
農
業
地
域
の
変
化
　
藤
塞

道
南
の
イ
カ
釣
漁
業
に
つ
い
て
　
　
柿
本

田
本
海
に
お
け
る
対
道
府
県
入
漁
の

　
　
　
　
　
　
　
地
理
学
的
研
究
　
藪
内

鳴
戸
塩
田
の
地
理
的
研
究
　
　
　
　
福
井

新
開
仲
聞
請
負
薪
田
の
地
綱
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
浦

宗
教
伝
播
の
地
理
的
研
究
（
予
察
）
当
［
麻

瀬
戸
内
海
犬
島
の
地
理
学
的
考
察
　
星
野

ル
ソ
ン
島
と
ミ
ン
ダ
ナ
オ
嵩
　
　
　
木
村

（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
労
鰍
圃
ヵ
）

総
論
　
谷
岡
武
雄
・
山
岡
亮
一

村
　
井
関
弘
太
郎
・
末
尾
至
行
、
漁
村

縛
、
都
市
　
西
村
睦
男

（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
城
下
町
）

地
理
学
に
お
け
る
城
下
町
研
究
の

　
　
　
成
果
と
問
題

歴
史
学
に
お
け
る
城
下
町
研
究
の

　
　
　
成
果
と
課
題
　
原
田

質
疑
依
頼
　
佐
々
木
清
治
・
森
　
　
鹿
三
・

　
　
　
　
　
林
屋
辰
三
郎
・
会
田
　
雄
次

博
節
夫

典利
昭治

好芳
行彦

　輝成IE
宏男志春

・
和
田
俊
二
、
農

　
　
　
河
野
通

藤
岡
謙
二
郎
・
矢
守
一
彦

伴
彦
・
野
田
只
夫
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考
宵
学
閥
係

京
都
府
竹
野
鄭
綱
野
町
大
字
小
浜
岡
古
墳
群
の
調
査

　
京
都
府
文
化
財
保
護
課
の
委
嘱
を
受
け
十
一
月
十

　
一
臼
よ
り
五
臼
聞
、
京
大
考
古
掌
教
窒
よ
り
、
機

R
隆
康
・
川
蠕
真
治
両
罰
が
表
題
古
墳
群
中
道
路

工
事
に
よ
っ
て
取
り
除
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
二

軍
の
古
墳
の
調
査
に
赴
い
た
。
両
面
共
砂
丘
上
に

築
か
れ
、
一
は
箱
石
禧
を
、
一
は
竪
穴
式
石
室
を

主
体
と
し
、
前
者
か
ら
は
一
体
の
人
骨
、
後
者
か

ら
は
七
体
の
人
骨
と
共
に
、
そ
れ
ぞ
れ
若
干
の
須

恵
器
、
鉄
片
、
石
製
玉
飾
の
出
土
を
見
た
。

坪田武鈴清潮佐佐酒
井中井谷水見原藤井

清繁博正泰　　　三
足三明勇次浩真長郎

≧

新
　
入
　
会
　
員

池池池猪浅朝
永田内飼香尾

＝敬義昭
鄭正資子正弘

池
葉
須
藤
樹

今
治
北
高
校

上
田
　
和
子

江
坂
長
四
郎

大
戸
道
彦

岡
田
芳
三
郎

小
野
塚
玄
規

柿
塞
典
昭

堅
田
　
　
直

金
井
之
文

金
沢
大
暦
法
丈
学
部
史
学
研
究
室

小小児木金
出林島島子

　　ぜ　　同孝一
寧馨校：文司

今
治
市
日
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
金
沢
市
大
手
町
一

岡
山
県
児
島
市
味
野

東
京
都
立
大
学
歴
史
研
究
室

渡吉吉山三水牧細藤福林新申
部原川田輪谷田川田原　田臣

康慶専　房清諦行　紀陸益恵
彦法心真子三三信等子甥也眺

　
　
　
　
　
　
東
京
都
目
黒
区
裳
町
五
九
一
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